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■第 2 回 研究企画委員会 報告■ 

平成 22 年度の第 2 回研究企画委員会が 9 月 14
日(火)10 時より、当協会６階会議室において開催

されました。 
冒頭事務局より 7 月 1 日付の委員交代（JX 日

鉱日石金属㈱ 旧:飛騨 一彦氏から新:舛田 浩二

氏）の紹介があり、入澤常務理事の協会挨拶、台 
和彦委員長(大成建設㈱ 常務役員 土木営業本部

長)の挨拶に続き、台委員長の司会により議事が進

められました。以下のとおりの議題について、報

告があり、審議事項についてはいずれも承認され

ました。 
1.平成 23 年度の補助事業候補テーマについて 
                  (審議） 

2.平成 22 年度事業進捗状況について （報告） 
・補助事業活動状況 
・受託事業活動状況 
・地下利用推進部会等活動状況 
・地下情報化部会活動状況 
・研究企画ワーキンググループ活動状況  

3.その他（報告） 
・平成 22 年エンジニアリングシンポジウム開

催について 
・平成 22 年度第 2 回日帰り見学会について 
・平成 22 年度国内見学会について 
 
次回第 3 回研究企画委員会は、平成 23 年 3 月

中旬の予定です。 

■（財）JKA 補助事業 調査報告■ 

＊本事業は競輪の補助金を受けて実施しています。 

□管理型処理施設のバイオガス有効活用に関する調査 

中川 加明一郎委員長(（財）電力中央研究所 地
球工学研究所 スタッフ 上席研究員）のご指導の

下で実施中の本事業調査研究に関し、昨年度に引

き続き 9 月 9 日(木)～10 日(金)にモデルケースと

して選定した奄美大島を訪問し、廃棄物関連調査

及び関連機関へのヒアリングを実施しました。 
今回は、前年度調査できなかった官庁からのヒ

アリングと発生したバイオガスの利用先、利用方

法の調査を重点的に行い、関連の施設を調査しま

した。 
(1)官庁関係 

奄美市役所と瀬戸内町役場を訪問し、現状の

バイオマスの排出状況と処分状況を調査しまし

た。 
(2)バイオマス排出事業所及び処分場関係 

バイオマス排出事業所として、(有)富田酒造

場、処分場として、名瀬たい肥センターを訪問

し、バイオマスの排出及び処分の状況を調査し
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ました。 
(3)バイオガス利用先関係 

バイオガスの利用先として、都市ガスを供給

している南海ガス㈱と LPG を扱っている奄美

大島 LPG 協同組合を訪問し、バイオガスの混

合利用の可能性を調査しました。 
今回の調査で得られた成果を、今後の調査研究

に反映する計画です。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□地域開発に資する低温地熱発電の可能性調査 

海江田 秀志委員長（（財）電力中央研究所 地
球工学研究所地圏科学領域 上席研究員）のご指

導の下で実施中の本調査研究に関し、9 月 14 日

（火）～15 日（水）に大分県へ出張し、九州電力

㈱八丁原発電所及び農林水産研究センター花き研

究所を訪問して情報収集をしました。 
 九州電力㈱八丁原発電所（定格出力 110,000ｋ
W）では、地熱発電のシステムの説明を受け、発

電所構内に設置された八丁原バイナリー発電（定

格出力 2,000ｋW）の設備を調査しました。八丁

原バイナリー発電は、八丁原発電所での長期に渡

る蒸気の生産により噴出勢力（温度・圧力）が減

衰した蒸気井を有効利用しています。環境的に優

れた地熱発電の中で、実用的で発展が期待できる

バイナリー発電について情報収集を行い、設備の

国産化の必要性を強く感じました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

農林水産研究センター 花き研究所では、温泉の蒸

気を利用して花木等の植栽土や土壌の殺菌を主に行

っています。将来「低温地熱」の地元地域への貢献

としての大きなヒントを得ることができました。

 
 
 
 
 
 
 
 

八丁原発電所にて バイナリー発電設備 

温泉蒸気での植栽土消毒 消毒中の土壌 

南海ガス㈱ 都市ガス貯蔵設備 
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■土木学会 平成 22 年度全国大会 報告■

土木学会平成 22 年度全国大会が、｢土木はつな

ぐ、“地域”を、“生命（いのち）”を、そして”未来”
へ｣をスローガンとして、平成 22 年 9 月 1 日(水)
から 9 月 3 日(金)まで北海道大学・札幌キャンパ

ス内で開催されました。この全国大会へ地下セン

ター事業の内、（財）JKA 補助事業の中から 3 件、

（財）機械システム振興協会（シス協）からの受

託事業 1 件、合計 4 件の論文が採択され、該当す

る各セッションで発表されました。 
（1）地下利用推進部会（JKA 補助事業） 

①第 1 専門部会：低炭素社会及び少子高齢

化社会に資する地下空間利用に関する一

考察 発表者：東京電力㈱吉永 剛氏 
②第 2 専門部会：江戸城外濠の景観を保全

するための地下空間利用と水質浄化 
発表者：㈱大林組 中岡 健一氏 

（２） 首都圏大深度地下物流トンネル構想に関

する調査（JKA 補助事業） 

発表者：鹿島建設㈱ 海老 剛行氏 
（３）宇宙線ミュー粒子を利用した空洞探査シス

テム（シス協受託事業） 
発表者：川崎地質㈱ 鈴木 敬一氏 

特別講演会では、土木学会会長 阪田 憲次氏が

「コンプライアンス推進としての社会基盤整備」

と題して講演され、コンプライアンスは社会的要

請への適応と言う意味もあることを紹介され、持

続可能な社会における社会基盤整備の重要性を指

摘されていました。 

研究討論会の一つが「時代が求める地下空間利

用のあり方」で、補助事業の委員長でお世話にな

りました芝浦工業大学 松下 潤教授が座長を努め

られました。JR 札幌駅から大通り公園まで建設中

の地下歩道をテーマとして、特に、この地下歩道

を建設する前に、多くの市民の意見を聞いた市民

参加型のプロジェクト創出方法は、今後の地下施

設建設に関して参考になりました。 

■「エンジニアリングシンポジウム２０１０」開催案内■ 

明日の日本が輝くために！ ～今こそ活かそうエンジニアリングの力～ 

GEC ニュース 9 月号でもご案内いたしました

が、恒例のエンジニアリングシンポジウム 2010
が 10 月 27 日（水）～28 日（木）日本都市セン

ター会館で開催されます。今年もより充実した内

容のプログラムとなっており、多くの方のご参加

をお待ちいたしておりますので、是非ともお早め

にお申し込みくださいますようお願い申しあげま

す。▼詳細は以下の協会ＨＰ（What’s New!欄）

をご参照ください。http://www.enaa.or.jp/ 

■退任ご挨拶■ 

太神 敏行（技術開発第二部 研究主幹） 

このたび、9 月 30 日をもちまして、2 年間お世

話になりました地下開発利用研究センターを退任

することとなりました。 
在任中は、皆様からのご指導、ご鞭撻を賜りま

して誠に有難うございました。心より感謝申し上

げます。在職２年間、出向元（㈱小松製作所）で

経験出来なかった分野、熱電発電の研究、地下情

報化部会での地下利用施設の運用・紹介をホーム

ページに掲載する作業、地下利用推進部会・第 2

専門部会での「地上の景観を保全するための地下

空間利用に関する調査」等に従事させて頂き、多

くの方々と知り合うことができ、また広い知見を

得ることができました。私の社会人人生の中で大

変有意義な経験をさせて頂き、御礼申し上げます。

今後は、これまでの経験を活かして、社会に役立

てば幸いです。末筆となりましたが、今後の皆様

の益々のご活躍とご健勝を祈念いたしまして、退

任の挨拶とさせて頂きます。 
（平成 22 年 9 月 30 日退任） 
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■会員の皆さまへのお知らせ■ 
□平成 22 年度 国内見学会のご案内 

平成 22 年度は、瀬戸内方面の地下利用施設等

の見学を企画いたしました。会員各位におかれま

しては、下記案内をご参照の上、是非この機会に

ご参加くださいますようご案内申しあげます。 
１．日 時 ：平成 22 年 11 月 11 日(木) ～  

11月12日(金)(1泊2日) 
２．行先と行程：  
11 月 11 日

(木) 
羽 田 空 港 (8:00 集 合 8:45 発

JAL1683）⇒岡山空港 10：30 ⇒ 
①倉敷国家備蓄基地建設工事⇒宿泊

先（香川県内） 
11 月 12日

(金) 
宿泊先⇒②別子銅山 (マイントピ

ア)⇒③波方 LPG 国家備蓄基地建設

工事⇒松山空港【現地解散】(17:30
頃)18:10発 JAL1472⇒19:30羽田着

（見学先は、都合により変更する可能性があります。） 

３．定  員 ：35 名 
４．申込期限 ：平成 22 年 10 月 22 日（金） 
（定員になり次第締め切らせていただきます） 
５．参 加 費     ：72,000 円／人 (1 泊 2 日)  

参加費には、往復航空運賃、大型バス代、宿

泊費、食事代(４食)等を含みます。 
６．申込方法：申込用紙に所定事項をご記入の上 

FAX にて事務局までご送付ください。 
７．参加費のお支払い方法： 

申込み受付後、請求書をお送りいたしますの

で、出発日前までにお支払いください。 
 

８．連絡先： 地下センター 三井田、中村   
TEL 03-3502-3671 FAX 03-3502-3265 
Ｅ-Mail hiromi@enaa.or.jp 

９．見学先概要 
■倉敷国家石油ガス備蓄基地建設工事 

所在地 岡山県倉敷市  面積 約 3ha 
方式 水封式地下岩盤貯蔵方式 
施設容量 約 40 万トン、プロパン 40 万トン

完成時期 2012 年度目標  
■波方国家石油ガス備蓄基地建設工事 

所在地 愛媛県今治市  面積 約 6ha 
方式 水封式地下岩盤貯蔵方式 

施設容量
約 45 万トン、プロパン 30 万トン

ブタン・プロパン兼用 15 万トン

完成時期 2012 年度目標 図は完成予想図 

 
http://www.jogmec.go.jp/jogmec_activities/stockpilin
g_oil/base_gas/overview.html 

□平成 22 年度日帰り見学会のご案内

 平成 22 年度 2 回目の日帰り見学会を下記の通

り実施いたしますので奮ってご参加ください。 
１．日時 ：平成 22 年 10 月 20 日(水) 
２．見学先：東京ガス㈱ 

扇島 TL22 地下式貯槽建設工事 
３．行程 ：川崎駅 13 時 00 分集合 
      14 時 00 分～現地見学 

16 時 30 分 扇島工場出発 
17 時 30 分 新橋駅解散 

４．定員 ：31 名 
(先着順、会員企業各社 1 名限定となります。) 

５．申し込み期限：平成 22 年 10 月 12 日(火)   
６．参加費：概算 1,800 円/名 

（大型バス代、高速料金含む） 

７．参加費のお支払い方法：請求書をお送りいた

しますので、後日お振り込みください。 
８．連絡先：上記と同じです。 
９．見学先概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
http://www.tokyo-gas.co.jp/techno/stp/project/story2.html 

＜４号 ＬＮＧタンクの概 要 ＞ 

 容  量 ：２５０，０００ｋｌ 

 直  径 ：７２ｍ 

 深  さ：６１．７ｍ 


